
兵  庫  版 

日
本
の
息
吹 

第
一
九
六
号 

平
成
三
〇
年
（
皇
紀
二
六
七
八
年
） 

 
 
 
 

二
月
二
二
日
発
行 

日
本
会
議
兵
庫
県
本
部
事
務
局 

六
五
〇
‐
〇
〇
一
五 

神
戸
市
中
央
区
多
聞
通
三
‐
一
‐
一 

兵
庫
県
神
社
庁
内 

（
〇
七
八
‐
三
四
一
‐
一
一
四
五
） 

Ｈ
Ｐ 

 
htt

ps://w
w

w
.nipponkaigihyogo.org/.   

メ
ー
ル 

nipponkaigihyogo@
gm

ail.com
 

 

       平成30年 2月22日   日本の息吹（兵庫県版） 第196号                           
 

兵 

庫 

県 

版 

 

  《 ２月２２日以降の日本会議兵庫関連団体の主な催物 》              

  〇3月14日（水）19時～21時 阪神北支部定例学習会 ピピアめふ5階  連絡先 09010286100 

  ○4月      日本会議兵庫新会員歓迎会（東部・西部別） 企画中 

  ○4月28日（土）13時～北播磨支部総会・記念講演会（講師：高橋史朗先生） 連絡先 0795225700 

  ○5月3日前後 憲法週間（各地・各支部） 神戸 5月３日午前街頭活動 午後ネット中継含む集会 

       （各地区）企画中 

  ○6月2日（土） 14時～ 中・西播磨支部学習会 姫路護国神社 講師 泉 和慶氏 0792240896  

  ○6月17日（日）13時半～女性の会第10回講演会（講師:葛城奈海氏） 生田神社会館 F0783716015 

  ○7月16日（月祝）13時半～兵庫県本部総会記念講演会（姫路キャッスルグランビリオホテル、講師：   

                                      阿比留瑠比氏） 

  未定部分は，決定次第最新号でお知らせいたします。 

《
建
国
記
念
の
日
を
祝
う
会
》 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
神
戸
会
場
） 

平
成
三
〇
年
二
月
一
一
日
（
日
）
一

三
時
三
〇
分
か
ら
県
民
会
館
一
一
階

パ
ル
テ
ホ
ー
ル
に
て
、
記
念
講
演

会
、
祝
典
、
奉
祝
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

神
戸
会
場
で
は
、
勝
岡
寬
次
先
生

(

明
星
大
学
戦
後
教
育
史
研
究
セ
ン

タ
ー
）
に
よ
る
ご
講
演
が
『
建
国
伝

承
と
明
治
維
新
百
五
十
年
』
と
題
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
一
九
〇
名
が

参
加
さ
れ
、
予
定
を
し
て
い
た
座
席

を
急
遽
増
や
す
な
ど
大
盛
況
で
し

た
。 式

典

で

は
、
奉

祝

歌

『
紀
元
節
』
が
会
場
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
奉
祝
パ
レ
ー

ド
が
、
県
民
会
館
→
三
ノ

宮
セ
ン
タ
ー
街
→
生
田
神

社
の
経
路
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
は
、
第
一
隊
列

は
伶
人
に
よ
る
道
楽
演

奏
、
第
二
隊
列
は
来
賓
・

主
賓
・
一
般
者
に

よ
る
参
列
、
第
三

隊
列
以
降
は
一
般

者
に
よ
る
参
列
で

あ
り
、
配
ら
れ
た

日
の
丸
小
旗
を
振

り

な

が

ら

の

パ

レ
ー
ド
と
な
り
ま

し
た
。
セ
ン
タ
ー

街
な
ど
で
は
通
行

人
の
方
た
ち
の
希

望
で
予
備
の
た
め

の
小
旗
も
早
々
に

無
く
な
る
盛
況
ぶ

り
で
し
た
。 



 《
第
四
五
回 

 
 
 

支
部
定
例
会
の
ご
報
告
》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阪
神
北
支
部 

 

二
三
回
目
の
震
災
記
念
日
を
迎
え
る

今
日
、
改
め
て
当
時
の
惨
状
を
思
い

起
こ
し
日
常
的
な
備
え
の
重
要
性
を

念
じ
、
一
命
を
損
な
わ
れ
た
六
四
三

〇
余
名
の
方
々
の
御
霊
の
平
安
を
祈

り
つ
つ
開
会
に
及
ん
だ
。 

今
回
は
新
春
に
ふ
さ
わ
し
く
、

「
聖
徳
太
子
と
十
七
条
の
憲
法
」
と

の
テ
ー
マ
で
、
本
会
会
員
で
も
あ
ら

れ
る
尼
崎
市
・
福
田
寺
住
職 

槙
尾

亮
順
氏
に
お
話
を
お
願
い
し
た
。
太

子
の
掲
げ
ら
れ
た
憲
法
の
崇
高
さ

と
、
我
が
国
は
古
来
か
ら
世
界
に
誇

る
民
主
主
義
の
国
で
、
十
七
条
の
憲

法
こ
そ
日
本
国
の
憲
法
で
あ
る
な

ど
、
ご
自
身
の
主
張
も
含
め
ら
れ

清
々
し
く
か
つ
意
義
深
い
お
話
を
お

聞
き
し
た
。(

出
席 

一
〇
名)

 

次
回
定
例
会 

日
時 

 

三
月
一
四
日(

水)
 
 
 

 
 
 
 
 
 

一
九
時
か
ら
二
十
一
時
ま
で 

場
所 

阪
急
宝
塚
線 

売
布
神
社
駅
前 

 
 
 
 
 
 

ピ
ピ
ア
め
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五
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内
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《
支
部
定
例
会
の
ご
報
告
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西
宮
・
芦
屋
支
部 

西
宮･

芦
屋
支
部
で
は
二
月
三
日

（
土
）
の
節
分
の
日
に
、
今
回
八
回

目
に
な
る
『
唱
歌
を
う
た
う
』
と
題

し
た
音
楽
授
業
を
甲
子
園
学
院
中
学

校
・
高
等
学
校
の
音
楽
教
室
に
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
西
宮

市
在
住
で
阪
神
淡
路
大
震
災
の
発
生

後
、
西
宮
市
内
に
て
心
の
ケ
ア
を
目

的

に
『
唱

歌

の

学

校
』
を

開

校

さ

れ
、
現
在
ま
で
約
四
〇
〇
名
の
学
生

た
ち
に
小
学
唱
歌
、
愛
唱
歌
を
教
え

て
お
ら
れ
ま
す
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
指
揮

者
の
泉
庄
右
衛
門
校
長
と
、
奥
様
で

メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
泉
規
子
教

頭
を
招
き
ま
し
た
。 

当
日
は
甲
子
園
学
院
高
等
学
校
の

コ
ー
ラ
ス
部
の
女
生
徒
二
六
名
を
含

む
四
七
名
の
方
々
が
集

ま
り
、
君
が
代
、
紀
元

節
、
日
の
丸
の
旗
、
ふ

じ
の
山
、
荒
城
の
月
、

朧
月
夜
、
花
、
春
の
小

川
、
村
の
鍛
冶
屋
、
早

春
賦
、
う
み
、
我
は
海

の
子
、
村
祭
、
紅
葉
、

故
郷
、
ス
キ
ー
、
雪
、

冬
景
色
、
春
の
唄
、
西

宮
市
歌
、
仰
げ
ば
尊

し
、
蛍
の
光
を
歌
い
ま

し
た
。 

一
昨
年
、
泉
規
子
教
頭

が
ご
紹
介
く
だ
さ
っ

た
、
阪
急
西
宮
北
口
駅

近
く
に
あ
っ
た
商
店
街

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

歌
、
『
春
の
唄
』
を
、

今
回
は
歌
詞
カ
ー
ド
を

作
り
歌
い
ま
し
た
。
ま

た
、
西
宮
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
り
寄
せ

た
「
西
宮
市
歌
」
を
即

興
で
ピ
ア
ノ
演
奏
頂
く
と
と
も
に
、

全
員
に
歌
え
る
よ
う
、
ご
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

地
域
の
色
々
な
教
育
現
場
で
『
唱

歌
』
が
活
用
さ
れ
て
い
く
よ
う
、
働

き
か
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 
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中
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